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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月8日(2011.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロモーター活性を有する、下記（ａ）～（ｃ）のいずれかに記載のDNA。
（ａ）配列番号：３に記載の塩基配列からなるDNA
（ｂ）配列番号：３に記載の塩基配列において、１または複数個の塩基が置換、欠失、付
加、および／または挿入された塩基配列からなり、配列番号：３に記載された塩基配列か
らなるDNAと機能的に同等なDNA
（ｃ）配列番号：３に記載の塩基配列からなるDNAとストリンジェントな条件下でハイブ
リダイズするDNA
【請求項２】
　植物の内胚乳特異的にプロモーター活性を有することを特徴とする、請求項１に記載の
DNA。
【請求項３】
　植物が種子貯蔵タンパク質を蓄積する植物である、請求項２に記載のDNA。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載のDNAの下流に、外来遺伝子が機能的に結合した構造を
有するDNA。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載のDNAを含むベクター。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれかに記載のDNA、または請求項５に記載のベクターを含む、形質
転換植物細胞。
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【請求項７】
　請求項６に記載の形質転換植物細胞を含む、形質転換植物体。
【請求項８】
　請求項７に記載の形質転換植物体の子孫またはクローンである、形質転換植物体。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の形質転換植物体の繁殖材料。
【請求項１０】
　下記（ａ）～（ｄ）のいずれかに記載のDNA。
　（ａ）配列番号：１に記載の塩基配列からなるDNA
　（ｂ）配列番号：２に記載のアミノ酸配列をコードするDNA
　（ｃ）配列番号：２に記載のアミノ酸配列において、１または複数個のアミノ酸が置換
、欠失、付加、および／または挿入されたアミノ酸配列からなり、配列番号：２に記載さ
れたアミノ酸配列からなるタンパク質と機能的に同等なタンパク質をコードするDNA
　（ｄ）配列番号：１に記載の塩基配列からなるDNAとストリンジェントな条件下でハイ
ブリダイズし、配列番号：２に記載されたアミノ酸配列からなるタンパク質と機能的に同
等なタンパク質をコードするDNA
【請求項１１】
　請求項１０に記載のDNAの転写産物またはその一部に対するアンチセンスRNAをコードす
るDNA。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のDNAの転写産物を特異的に開裂するリボザイム活性を有するRNAをコ
ードするDNA。
【請求項１３】
　請求項１０に記載のDNAの発現をRNAi効果により阻害する作用を有するRNAをコードする
DNA。
【請求項１４】
　植物細胞における発現時に、共抑制効果により、請求項１０に記載のDNAの発現を抑制
させるRNAをコードするDNA。
【請求項１５】
　植物細胞における内在性の請求項１０に記載のDNAがコードするタンパク質に対してド
ミナントネガティブの形質を有するタンパク質をコードするDNA。
【請求項１６】
　請求項１０に記載のDNAによってコードされるタンパク質。
【請求項１７】
　請求項１０～１５のいずれかに記載のDNAを含むベクター。
【請求項１８】
　請求項１０～１５のいずれかに記載のDNA、または請求項１７に記載のベクターを含む
、形質転換植物細胞。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の形質転換植物細胞を含む形質転換植物体。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の形質転換植物体の子孫またはクローンである形質転換植物体。
【請求項２１】
　請求項１９または２０に記載の形質転換植物体の繁殖材料。
【請求項２２】
　請求項１～４、１０～１５のいずれかに記載のDNA、あるいは請求項５または１７に記
載のベクターを植物細胞へ導入する工程を含む、形質転換植物体の製造方法。
【請求項２３】
　請求項１～４のいずれかに記載のDNA、または請求項５に記載のベクターを植物細胞に
導入する工程を含む、外来遺伝子を植物の内胚乳特異的に発現させる方法。
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【請求項２４】
　請求項１６に記載のタンパク質の発現を、請求項１１～１５のいずれかに記載のDNA、
または請求項１１～１５のいずれかの記載のDNAを含むベクターの投与によって阻害する
ことを特徴とする、形質転換植物の製造方法。
【請求項２５】
　植物が種子貯蔵タンパク質を蓄積する植物である、請求項２３または２４に記載の方法
。
【請求項２６】
　請求項２３～２５のいずれかに記載の方法によって取得される植物体、またはその種子
。
【請求項２７】
　以下の（ａ）または（ｂ）を有効成分とする、植物の内胚乳特異的に外来遺伝子の発現
を誘導する薬剤；
（ａ）請求項１～４のいずれかに記載のDNA、
（ｂ）請求項５に記載のベクター。
【請求項２８】
　以下の（ａ）または（ｂ）を有効成分とする、植物の内胚乳特異的に外来タンパク質の
蓄積を誘導する薬剤；
（ａ）請求項１～４のいずれかに記載のDNA、
（ｂ）請求項５に記載のベクター。
【請求項２９】
　下記の工程（ａ）～（ｃ）を含む、請求項１～４のいずれかに記載のDNAのプロモータ
ー活性を調節する候補化合物のスクリーニング方法；
（ａ）請求項１～４のいずれかに記載のDNAの制御下に、レポーター遺伝子が機能的に結
合した構造を有するDNAを含む細胞または細胞抽出液と、被検化合物を接触させる工程、
（ｂ）該レポーター遺伝子の発現レベルを測定する工程、
（ｃ）被検化合物の非存在下において測定した場合と比較して、該レポーター遺伝子の発
現レベルを変化させる化合物を選択する工程。
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